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女川フィールドセンターにおける被災状況
沿岸偉物佐藤システム学分野　池田　菜
平成23年3月II FIに雄生した東北地方太平洋沖地境と
それに伴う大津波により.女川フィールドセンターは薮減
的披雷を受けた｡.そのような中で.教職員.大学院生.外
部機的からの研修者ともに人的絃雷のなかったことは幸い
であった　以串二地攫碓生以i勧こおける佳センター人員の
避難経純.センターの被災状況. 3月31日までの復旧を目
指した取り組み.今後の課題について記すi｡
1.避難の縦縞(平成23年3月11日から平成23年3月21
日までの記録)
I)地琵罷生時センターにいた人員(計11名)
蔚瞬雅馳(飽寧研究科教授･牧舎生態フィールド教育研
究センタ一員).督野愛美(沿岸生物生壁システム学分野
的敦).鈴木善幸(技術職員).平塚盟- (技能職員).荏
しげ子(時間雇用職員).沢田畢枝(時間雇用職員).阿部
勝夫(時間雇用職員).神山梓(沿岸先物停寵システム学
分野大学院生･D3).早坂瞬(固大学院生･D2).酒井勅
一･ (北海道立載培水底試験場職員).白石-成(宙城県水
底総合研寵センター気仙濁水塵拭教場職員)
2)地蔑韓生蘭前までの人員の動向
鈴木.平塚.沢田.阿部の5名は本館I階.帯野.単項.
掴粧　日石の4勧士本館2雌.帯は椿油棟1臨.押し屈ま恒
ンダー敷地内で職務ならびに研窮に従事していた命　セン
ター長の蔚藤は.技術職員の勤務秤軍の確認と憩見徴収の
ため.女川センターを訪問し.鈴木.平塚両名と憩談中で
あったQ_
3)地餐乾生以降Q)経緯
Iq同寺46分(地攫雅生)
強い揺れを感じ.各自肌の下に隠れるなどして避離した
地霞韓隼時.センター内では棚から多くの収納物が落下し
た　また.脇目二校翻してあった保箇避類は.怯倒防止め
ためボルトで鑑繭に国電してあったか.その殆どが外れて
抜擢位間から移動した,
揺れが収まった前後に平塚.阿部の2名は調査実習船｢謀
略｣および｢海生｣を押出しする為.出港蟹備に向かった(､
14国華51 ▲昇
鈴木の指示により.鈴木と神山を除く7名は粛藤.菅野.
沢田.早坂.日石の自動車に分乗し.センターから約
100m離れた轟音にある駐串揚(岸自宅向かい)に避離し
た(図1)鈴木は馬瀬切断処経のためセンターに留まった.
i4時56分
センター敷地内にいた神山を菅野.早坂.沢田.岸が避難
地の駐出場まで徒歩で誘導し.給水.平塚.阿部を隙く8
各が合流した.a
15時00分
平塚と阿部の2乱す調訴実習船『謀略｣および｢海生｣
の[.lJl港蜂偏を完了し.沖ITlLを開始した命
15時17分
鈴木は,施設内配電盤金閣所ブレーカーおよび責任分界
点用区分開閉器(遊柱)を切断処躍した後.センター襲山
-避難を開始した｡
15時18分頃
津波第一波が到達した｡駐亜場に避難していた8名のう
ち岸を除く7名は｢津波が上がってくる!｣の声で.屯を
残して県連41号線に走って移動した電　津波が迫ってくる
のが見えたため.さらに捕蛍を駆け上がって逃れた命　この
時.樹ま自宅に戻っており.宗族とともに登臨に避難したが.
家屋ごと流されたB　鈴椋ま.センタ一報8)旧循泊敏跡地よ
りもさらに上部に避離し.センター登臨を越えて沌波が押
し寄せるのを目撃した(図2)
図1.避難経路(締出画廊‡GoogleMapからのスクリーン
ショット).
図2.浦波により水没する本館と椿油撤. A
軍事用li te午後3時19分;C:聞21
分(搬姥:鈴木善事).
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15R.f40分頓
降雪を避けるため.銘木と岸以外の7缶は(採)富墟冷
厳腫工場の軒姑こ移動した｡1
15同寺46分頃
津波第一一波が収束した(図3)｡
ま=｣
図3.津波範ニー減収東後の福浦輔(手前)と本館(輿). '･:T''･
成23年3月ll円午後3時42分(撮影:鈴木諸事).
13時55分頃
岸が濯波で流された家屋から家族とともに脱出し. (採)
宮鰹冷蔵庫工場の軒先で他の7名と合流した｡現場では近
隣住民を含め約20名が避難していた｡鈴木は地元消防団
とともに被災した住民の救助活動にあたったや
16時30分頃
(採)禽鰹冷蔵庫工場に避難していた8名は,町民所有
の韓日幼帝(路上に落石があり.艇自動轟でしか過行でき
ないため)によるピストン輸送により.県道41号線純血
で纏泉閉(高畠地区の衛泊施設)に避難した｡同所には小
黒演地区.梯浦地匹.高畠地区.小屋敵地匿などから約
300人が避難していた希
I8時封)互頓
鈴木が海東関で8名と合流した｡女川原寺･.JJ確璃所協力
会社社員によって発憶膳と砲灯が設置された｡海剰糊支配
人J)指示の下,集められた布団に入り.就寝した｡
3月12日(土)
午前
避難所の場所を知らせるため.酒井が他の避難者数名と
拙iこ山を越えてコバルトライン経由で女川町内に入った
常食
酒井と-早坂が他d)避難者数名と再度女川町内に入り.女
Iil町=､'(.病院にて薬品等の物蕗を調達した　また.別tl)施設
に避難していた沢田Q)長女を捜索･確H.し.海財制まで引率
した¢
夜
菅野がパソコンにて避難者名簿を作成した,.
3月13日(日)
午前中
宮城剰開発(鎌) (近隣の砕石工場)の重機を用いた作
勘こより. lJ.).iE'41号線上o)陣雷物が撤去され.海泉間か
ら町内-の通行が可能となった命　鈴木.早坂.酒井.置け)
4台が食粒調達のためセンターに行き.衝渦棟で貯蔵して
いた玄米等食樹を探すが.揖つけることはできなかった◆
センターおよび高台の馳却甥に停めていた自動軸ま全て損
壊していだi
沖合に避難していた平塚と阿部が女Ill港へ輔港したib　西
浦経.夜間の津波警戒のため,両名とも｢韓暗｣船上にて
待機した吟
牛後
仙台から自助串で海娘間に母親を迎えに来た人物に.袖
山が木偶明樽(沿窟生物生産システム掌分野教授) -の連
絡を依頼した｡自衛隊のヘリコプターが飛粟し.粗雑が行
われた,
17時頃
神山の父親が仙台より日勤轟で到結i斎藤.神山.甲板
d)3名が同乗し.仙台市に戻った命　神山と早坂はそれぞれ
の喪家に樹善し.斉藤は.雨宮キヤン′､ス近隣にある銘水
級(瀬洋坐命遺伝怖朝システム半分野教授)宅に侶泊した
23時頓
木偶が神山の同行により垂で海緑園に到宵言語野.酒井.
日石の3名が同乗し.自制ま鹿島台の自宅.許野は仙台市
の自宅に戻った,洒捕ま萌野宅に椿油した
3月14日(局)
潤Jf'･が菅野宅から北海道に1.:･Ji†て描.*した(自宅のある
宅嗣には16日に帰宅主
3月15日(火)
阿部の親族が自動車'.で到帯し.阿手綱主観放宅(多質城rTi)
に移動したや　また.鈴~砧ま.石*･-llI'U)自宅に徒渉で拙宅した‥
その途上.刑部こて女川に向かう池tll粟(沿岸偉物システ
ム学分野碓敦掩)と遭遇し.状況報告を行った_i
3月19日(土)
池田が樽び海東園を訪れ.状況確認を行った　平塚と帯
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は.纏刺さ即こて避難年酒を継続中,沢I即王女III町内の親族
'封こ移動した(正確な移動日は不明だが. 3月16円-3日う
18日のいずれか)
3月21日(月)
平塚と岸は海掠間にて避難軸心を総統中(燐描塙話を通
じて鈴木が純認)i
以上_め.把鍍は. ･IT野が判時の記憶をもとに箪鴇を作成し.
鈴木が触感と修雇を行った後.池田が本間な点を指摘して.
さらに修正を行ったものである｡
3)他の人Iiの動向
女川ブイ｢ルトセンターに所鴎しているが･当時セン
ターを不碑二･していた人1時)TI_I-.な動向は以下の通りである,
水耕冊博(需特牛物性席システム革労野教授)
Il"車キャン-ス内にて地蝶に遭遇した】以後.亜北大単
の地境対掬本部d)用事新二従-'Hした.-.i 3 TJ I3日にセンター人
Ilが存命避難中の轍を受けた綾.女川町に向かった食
油即　実(同碓教授)
地嚢野生_･'.EI寺は.グローバル30の入試面接のため.スリ
ラン卵こ出張中であった　スリランカ国内で地境および沖
波雄牛'.d)軸に接した, 3月12Ilに葡国後(成田空港).人
間市(埼~印,〔)で借り上げたレンタカーを運転してIili台に
向かい. 3 lI i4日にi拘''.I:I,'キャン-スに輔任した.e　女川町に
は3月15日と同月19日に向かい.センターの椴災状況な
らびに海相と肝で互)遊離状況の把握を行った｡
細川草体(再雇用職員)
地熊雄牛当日は非拗跨日であり.実本町のri宅で地藤に
遭遇した　jJI IS｢=ニ雨宮キャンハス用度係に蕪母を知ら
せる連絡が入り.その後.池田と鈴木も鵬掘堪話によ蔦て
安否の両軸譜をtJ'･った
中潮韓太助(固大学院生碑土操機2年隼.)
地醇堆二日l部王.本字加齢隆学研究所で開催される過伝千･
組み換え鵡常套に参加するため.仙台市にi帥†て移動中で
高一-'た　利府町内で地環に遭遇し.仙台轟に移動後.梢三'i
に安全を靴許したく1
両陸舶(同大宰院基軸士課程i年生)
3月7il U)輔国に帰国中であったC｡
西迫吐露(同4年生)
-.両脚可搬に過伝子組み換え鵬常会に参加するため仙台市
l伸二滞在しておlI.祥椿(封)知人宅にて地殻に遭遇した,
掘厳を逃れてIt旺出直､部に移動し.片平キャンバスで遭遇
した木島に安全を報告した¢
宏髄大樹(同書輩出)
煎京都内で地掛こ遭遇した.a 3月日日に池田が携覇種話
Lf)メールにより安全を確認したs
2.センターの損壌状況について(3月15日と3月19日の
記録)
I)本館と循泊棟tl)嫁俄にはそれぞれ流出管轄が乗り上げ.
魅外来情や揺械雲篭の塵外施設も全域した(図4主
2)本館困縮ま汚泥と重油にまみれ.分析機継.帆.棚が
敵乱した状態であった｡ (図5および図6)｡勧日掛こつ
いては.屋根の案感が崩落する危険があったた8).内
部に入ることはできなかった｡外側から検分した限り
においては.班. lIi間.什諸が棺み重なり.碗ドD)痩
行が悶純な状態であった｡
3)職員循舎5標は能腺が失われ.碑入唐は不可能な状態
であった(図7主
4)翠轄および海生は親域なし(図8主i
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図4.センターにおける蝦災状況(塵外の様子).平成23
年3月15日]および3月19日(撒影:池間　貸).
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70
● ?LTn 劔葛賀- 
一,8.1 剪? 
師.: .-..-il持: 
/≦↓ ???
竜王三 ･'.-i ? 辻??___益 ?
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3月19日(拉影:池田共).
〇､一一㌦S i.,-.+.-., ?
◆ヽ~◆-.ヾニー●∴ 鋳??2?
i,,5:,轟萎ノ言妻_-､':-=''ー＼こ-hH-- mii--"〇〇二_ 盟離雪道霞は I.r'---.i---. 
u-:I-∴13.-.`一山-- ら.-ttL-:.-. 
守 蒼を.事案は,ま ??
図7.蛾は僧名の被災摸沸.判尭2語草j出B Ig間　鴨ilBliii :
池田　共).
● 劔兩一一〇〇■音喜一" 
一〇°- ? ??啌苒?
ー ;● (●● ? ??? 停停ﾒﾆ板?
"一一-" ? 
-.:i ● 勁痢_ rtユ寡SSLSー｢ニー 劍*H?耳?? ??ｨ饕?
●- 
･r_T.-I ?:i ?ｨ爾?jL ..一一二一_ー葛こコ 
龍 ～. ??_一因電子 ??ｲﾘ???????????"?
● 陶??ｸ???ﾂ??. ( 
_Ⅲ_ーエー 剪ﾘ耳????ｫ?
図8. lrIII港I華勘こ係留された翠雌と海生.翠略の有JAIJに
経堂の船尾が見えている.平成23年3月13日(械彫:
池即　実).
3.被災後の片付けについて
i)乗l)上げ案出ならびに周辺の瓦礫の除去ができないd)
で.本格的な片付けはできていない(除去については
本部筒財課と勘ii町の間で打ち合わせ中主
郎　脚持物ならびに有様溶媒等のPRTR指電試薬について
は3日i ji旧こすべて回収した11
4.沿摩生物生産システム学分野の配電
I)センターの範的まで雨宮キャン-スに配躍&
2)場所は本館3階33I -334号宰(旧分子構朝化掌分野)
5.センター職員(再雑用職員.時間雑用職員も含む)の
職務について
I)辞憩を典明した阿部(時間雇用職員)を除き.金賞砂
塵用が継続された㊥
2)劫砺地は女川フィールドセンターとなったi｡
3)職務内容は.フィールドセンターJ)純旧に圃する業務(瓦
礫Q)片付け∴消失ならびに掘域物品の確認と整理.菖
類の複元など)を主体とする｡
49　学内ならびに学外tf)研窮･赦=fil犠間に対しての協力は
解めて幽難であると判断した"
6.センター利用を予定していた学内カリキュラムについ
て(開譜予定日)
1分　隆国･水圏蠣碗コミュニケーション冶(1年堂)は.川
綾フィールドセンターで実施(5月28日主
2鳥海津生物学系生墟フィールド実科(2年隼)は.雨宮キャ
ン-スで実施(8月29日～9月2日)
3)海洋先物科学系生醇フィールド塙皆(3年隼)は.雨缶
キャンパスで実施(8月1日-5日主1
4)臨海実習(1年生)は中止とする㊤
7.復旧に向けての学内の動きと対応
i)農学研究科への施設被災状況の報告(3月22日)
2)燐学研究科-の楯突備品の報-'!.'･ (3月22日)
3)本部研窮協力科へtf)懸念稼働を要する披災僻地の報告
(3円31日)
｣)本部施設部による被災状況の調盃(3月31日)
8.間鰹点と今後の標題
地嬢と浦波については.教職賞ならびに学生金賞が田嶋
から憩蛾しており.本来指電されていた避難場所-至る行
動については相互に確認していた_.i　しかし.今回の衆北太
平洋沖地境と純減d)規模はその憩Fiiti'を上回るものであり.
興'.:Ilrを感じて本葉の避難場所よりも上部に避離したことが
人員d)無事につながったQ　また.平塚.阿部の迅連な出航
作業と撫船技術により.調確実穏船の拙域を免れることが
できたことは特三郎こ値する｡一万で.想定外の出薬事へIt-)
対処ゆえに全員d)無事が偶然性に依拠していることも轟き
できない3　今後もIp-J程度あるいはさ引こ大きな馳横の地諒
と浦波が磋生することを仮荏した上で.今後Q)課題を述べ
てみたい参
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1)避難区域の設定について
今回,本来の避難区域(旧宿泊棟跡地,標高約10m)は
完全に水没したことから,フィールドセンターを襲った津
波の高さは10m以上であったと判断される｡この避難区域
より上部は急傾斜の山道となっており,上部へ避難するた
めには陸路となったと想像される｡当時この場所に多くの
人員が避難していれば,高い確率で人的被害が生じたであ
ろう｡また,避難後に海の状況を認識できない場所であっ
たことも上部-の避難の遅延をもたらしたかもしれない｡
今後は,より標高が高く(例えば20m),避難後も肉眼で
海の状況を把握できる場所に避難区域を設定することが必
要である｡また,その想定を超えるような場合に備え,さ
らに上部に二次的な避難区域とそこへ至る避難路を確保し
ておくことも必要と思われる｡
2)通信システムについて
地震直後から携帯電話をはじめとする全ての通信機能が
失われ,農学研究科の震災対策本部が女川フィールドセン
ター人員の安否確認ができたのは地震から二日後の3月13
日であった｡また,その後の連絡についても困難を極めた｡
今後は,緊急災害時でも使用可能な衛星電話を設置するこ
とが必要と考えられる｡
3)データの保管について
施設そのものが水没したことにより,パソコン本体なら
びに外付のハードディスクに保存していた調査･実験デー
タ,施設や物品に関わる物品台帳などほとんど全ての記録
が失われた｡今後の研究教育活動-の支障があることはも
ちろんであるが,災害報告をまとめるに際しても多くの困
難を伴った｡一方,パソコンやハードディスク本体が災害
によって失われることについての意識が商いとは言えな
かったことも事実である｡今後は,クラウドを活用するな
どして,センター外にもデータの保管を行うことのできる
システムを構築することが望ましい｡
4)職務専念義務について
地震後の平塚,阿倍の迅速な沖出しにより, 2隻の調査
実習船は損壊を免れた｡しかし,この行動は人命に関わる
側面を有している｡電源を切断するためにセンター内に
残った鈴木の行動も同様である｡いずれも｢間一髪｣の状
況で, 3名の無事に偶然的要素が大きく関与していること
は否めない｡ 3名の行動は,大学財産の保護という職務専
I
念義務に従ったものと捉えることができるが,人命第-の
考えに立脚すれば,避難が優先されるべきであったかもし
れない｡この点については今後充分な議論がなされるべき
と考える｡
おわりに
震災直後から現在に至るまで多くの皆様のご心配とご厚
情を賜りました｡ 3月31日の女川センターにおける試薬の
回収時には川渡と雨宮のフィールドセンタースタッフのご
協力をいただきました｡また,記録期間外のため,本稿に
記していませんが,川渡フィールドセンターの技術職員の
方々には瓦礫撤去作業に関して多大なサポートをいただき
ました｡この場を借りて厚く御礼申し上げます｡
